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【
牛
頸
区
自
主
防
災
組
織
】 

自
主
防
災
会
（
平
成
二
十
四
年
度
） 

 

会 

長 
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区
長 

手
塚
隆
行 

 
副
会
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主
事 

高
田
隆
敏 

 

記
録
・
会
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会
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村
上
辰
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（
情
報
班
） 

 

班
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評
議
員
会
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山
上
輝
清 

 

班
員 
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議
員 
総
務
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４
名 

 
 
 
 

体
育
部 

 
 
 
 
 

５
名 

 
 
 
 

各
隣
組
長 

 
 
 

５
４
名 

（
初
期
消
火
班
） 

班
長 

評
議
員
副
会
長 

田
中
輝
雄 

班
員 

体
育
部 

 
 
 
 
 

５
名 

（
救
出
救
護
班
） 

班
長 

幹
事 

 
 
 
 

田
中
英
明 

班
員 

評
議
員
会
福
祉
部 

 

３
名 

地
域
福
祉
推
進
委
員 

 
 

１
０
名 

（
避
難
誘
導
班
） 

班
長 

幹
事 

 
 
 
 

篠
原
義
貫 

班
員 

文
化
部 

 
 
 
 

１
０
名 

（
給
食
給
水
班
） 

班
長 

評
議
員
会
環
境
部
長 

山
下
義
弘 

班
員 

婦
人
会 

 
 
 
 

１
０
名 

 
 
 

区
事
務
員
・
保
全
員 

２
名 

災
害
緊
急
時
は
公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

各
班
の
役
割
に
つ
い
て
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
紙
面
上
の
ア
ド
レ
ス
）「
公
民
館
だ

よ
り
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の
都
合

上
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
お
願
い
た
し
ま
す
。 

【
牛
頸
区
評
議
員
役
員
】 

会
長 

 

山
上
輝
清 

副
会
長 

田
中
輝
雄 

 

総
務
部 

部
長 

白
水
哲
夫 

部
員 

田
中
輝
雄
、
鈴
木
照
彦
、 

住
吉
義
則 

環
境
部 

部
長 

山
下
義
弘 

部
員 

山
上
成
卲
、
太
田
弘 

後
藤
秀
夫 

福
祉
部 

部
長 

廣
信
子
、 

部
員 

山
丸
イ
セ
子
、
竹
田
準 

【
ホ
タ
ル
シ
ー
ズ
ン
】 

５
月
２
３
日
に
ホ
タ
ル
の
里
の

環
境
整
備
を
し
ま
し
た
。
初
夏

の
風
物
詩
が
今
年
も
楽
し
め
ま

す
。
本
番
は
６
月
上
旬
、
幻
想

的
な
ホ
タ
ル
の
乱
舞
が
見
れ
る

と
良
い
で
す
。
週
末
は
混
雑
し

ま
す
の
で
平
日
見
物
し
て
頂
け

る
と
助
か
り
ま
す
。
ま
た
フ
ラ

ッ
シ
ュ
は
厳
禁
で
す
。
優
し
く

幻
想
的
な
ホ
タ
ル
の
光
は
暗
い

所
で
こ
そ
美
し
く
光
り
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

左
は
５
月
３
０
日
撮
影
の
ホ
タ

ル
の
里
で
す
。 

（
５
月
３
０
日
午
後
８
時
撮
影
） 

【
六
月
の
主
な
行
事
予
定
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６
日 

 

子
育
て
サ
ロ
ン 

１
０
日 

南
コ
ミ
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会 

１
４
日 

食
生
活
改
善
及
び
調
理
実

習 

２
４
日 

歴
史
探
訪 

２
６
日 

足
元
気
教
室 

２
８
日 

第
２
回
福
祉
推
進
委
員
会  

【
牛
頸
区
・
若
草
区
・
平
野
小

合
同
運
動
会
が
開
催
】 

５
月
２
７
日
に
若
草
区
が
分
離
し
て

初
め
て
の
合
同
運
動
会
が
開
催
さ

れ
、
雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
の
も
と
で

生
徒
と
区
民
が
精
い
っ
ぱ
い
の
演

技
、
競
技
を
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 
中通り高田隆敏さん庭中通り水車 

上臼 直径６７ｃｍ高さ２４ｃｍ       

 

ス
エ
ち
ゃ
ん
の 

 

牛
頸
ば
な
し 

 
 

 

第
六
十
四
回 

 

牛
頸
村
の
水
車
・そ
の
二 

④
月
の
浦
の
水
車
・
・
・
平
野
川
（
昔
の
下
牛
頸
川
）
の
月
の
浦
橋
の
所
の

石
井
手
の
す
ぐ
下
流
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
で
は
そ
の
記
憶
の
あ
る
方

が
居
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、
三
月
号
の
「
次
郎
ち
ゃ
ん
店
」
の
先
代
・
森

山
次
郎
右
衛
門
さ
ん
が
経
営
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

⑤
郷
ノ
木
の
水
車
・
・
・
平
野
神
社
の
前
を
南
ヶ
丘
の
方
へ
行
く
と
平
野
橋

（
以
前
は
通
称
ゴ
ウ
ノ
キ
橋
）
が
あ
り
、
そ
の
す
ぐ
下
流
の
郷
ノ
木
井
手

の
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
と
い
う
家
が
水
車
を
回
し
て
い
ま
し

た
。
戦
後
何
年
か
ま
で
あ
っ
た
の
で
、
私
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
た
だ

水
車
小
屋
を
覗
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

今
回
取
材
で
ご
協
力
頂
い
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

※
「
井
手
」
と
い
う
の
は
、
川
か
ら
田
に
水
を
引
く
た
め
の
川
を
せ
き
止

め
る
井
ぜ
き
の
事
で
す
。
昔
は
一
七
ヶ
所
の
井
手
が
あ
っ
た
が
、
現
在

は
数
ヶ
所
消
失
し
て
い
ま
す
。 

※
水
車
の
仕
組
み
・
・
・
水
車
の
芯
棒
に
直
結
し
た
木
製
の
歯
車
の
力
が

水
平
の
歯
車
に
伝
わ
り
、
そ
の
歯
車
が
花
崗
岩
で
出
来
た
大
き
な
石
臼

に
嵌
め
込
ん
だ
沢
山
の
丈
夫
な
木
の
で
っ
ぱ
り
を
回
し
ま
す
。
そ
の
上

の
臼
の
穴
か
ら
入
っ
た
穀
物
が
動
か
な
い
下
の
臼
と
の
隙
間
で
す
り
潰

さ
れ
て
粉
に
な
っ
て
出
て
く
る
仕
掛
け
で
す
。
精
米
は
数
本
立
っ
て
い

る
柱
が
上
下
し
石
臼
の
中
の
玄
米
を
ゴ
ッ
ト
ン
ゴ
ッ
ト
ン
搗
く
仕
組
み

で
す
。 

※
八
女
郡
広
川
町
逆
セ

さ

か

せ

谷た
に

の
「
ゴ
ッ
ト
ン
水
車
」
は
珍
し
く
稼
働
し
て
い

る
大
水
車
で
す
。
そ
こ
で
搗
き
た
て
の
蕎
麦
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 

 
 

竹
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